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二
四
（
令
和
六
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年
度　

栄
養
学
部　

食
文
化
栄
養
学
科　

編
入
学
２
期　

小
論
文
試
験
問
題

　

近
年
、
核
家
族
化
の
進
展
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
食
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
地
域
や
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
食
文
化
の
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

左
の
図
は
、
農
林
水
産
省
が
実
施
し
た
「
食
文
化
の
伝
承
に
つ
い
て
」
の
意
識
調
査
の
回
答
結
果
で
あ
る
。
図
１
で
は
、
食
文
化
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
は
全
体
の

六
四
・
二
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
食
文
化
を
地
域
や
次
世
代
（
子
や
孫
）
に
伝
え
て
い
る
も
の
は
六
八
・
五
％
で
あ
る
。
ま
た
、
図
２
で
は
、
食
文
化
を
伝
え
て
い
る
も
の
の
年
代

別
の
割
合
を
示
し
て
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
食
文
化
を
絶
や
す
こ
と
な
く
受
け
継
ぎ
、
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
。
あ
な
た
の

考
え
を
八
〇
〇
字
程
度
で
述
べ
な
さ
い
。

　
　
（
注
１
）
こ
こ
で
は
食
文
化
を
「
郷
土
料
理
や
伝
統
料
理
な
ど
、
地
域
や
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
料
理
や
味
、
箸
づ
か
い
な
ど
の
食
べ
方
・
作
法
」
と
す
る
。

（
注
１
）

農林水産省「食育に関する意識調査報告書（令和 5年３月）」より作図


